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要旨（論文はAbstract）
　論文のタイトルは、その潜在的な読者に読んでもらうための重要な手がかりであり、慎重に決定されなければならない。このような観点から見れば、論文のタイトルに「に関する一考察」をつけるのは、冗長なだけで無意味である。しかし、本論文では、逆にその冗長性こそが重要な機能を持っていることを主張する。

キーワード：　タイトル　冗長　潜在的読者　常識



　論文にどのようなタイトルを付けるかというのは、重要な問題である。タイトルによって、適切な読者を得る可能性が左右されるからである。自分の書いた論文を、その内容に興味を持つであろう潜在的な読者に読んでもらうためには、少なくともタイトルで対象及びアプローチを明記する必要があるだろう。特に、既存の論文との差別化は、重要なポイントである。
　このような観点から論文のタイトルを見たとき、どうも気になるタイトルがある。それは、「○○に関する一考察」というものである。タイトルという、文字数の非常に限られたものの中に、「に関する一考察」という７文字を入れる理由が理解できない。その論文の著者は、この７文字によって潜在的な読者に何を伝えようとしているのだろうか。
　いくつかの可能性を考えてみよう。まず、考察であるということを伝えているという可能性がある。しかし、これはあまりにも無意味である。考察のない論文などありえないからである。もし、考察のない論文があるとすれば、それこそ「考察なし」と宣言すべきであろう。ただし、どのような読者を獲得できるかは予測できないが。
　次に、一考察であることを伝えているという可能性がある。あくまでも一考察であって、それ以上のものではありませんという主張である。これは一見すると、もっともらしい解釈だろう。しかし、これも同様に無意味である。ほとんどの論文は一考察であるのだから、一考察でない論文こそ、全面的考察、最終的考察などと明記すべきである。
　あるいは、「に関する」が重要だとは考えられないだろうか。しかし、タイトルに「○○」と書いてありながら「○○」に関連しない論文というのもおかしな話である（ただし、皆無というわけではない）。
　こうして見ると、タイトル末尾の「に関する一考察」は７文字を無駄に使っているとしか思えない。唯一、妥当だと思われる解釈は、「○○」だけでは短くて格好悪いので長くしてみました、という理由である。それであれば、７文字増えるということ自体に意味がある。その内容が無意味であるということは、長さを増やす以外、内容にまったく影響を与えないということであり、実に合理的な選択だと言える。
　それでは、「○○に関する一考察」というタイトルは、どの程度使われているのだろうか。本来であれば、母数の確定している集団に対してこのタイトルが占める割合を調べればよいのだが、そんなことに貴重な時間を使うわけにはいかないので、書誌的なアプローチはあきらめて、もっと簡略化した方法を用いて傾向を見てみよう。大まかな傾向を見るため、Googleで「考察」を含むキーワードで検索を行った。結果は以下の表に示す通りである。驚くべきは、「に関する一考察」と「一考察」との差が、わずか3.17%だったという事実である。この結果は、「タイトルを長くしたいだけ」仮説を支持していると見ることができる。

表１　〇〇〇〇〇〇
	キーワード
	ヒット数

	に関する一考察
	約1,220,000件

	一考察
	約1,260,000件

	予備的考察
	約58,400件

	全面的考察
	約76,300件

	最終的考察
	約16,700件

	決定的考察
	3件

	歴史的考察
	約85,800件
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